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学校から帰ってきたとき、子ども食堂の特集をテレビで見て、幼いときの子

ども食堂に参加した記憶が蘇
よみがえ

った。子ども食堂とは、「子どもが一人でも行ける

無料または低価格の食堂」である。対象は子どもだけでなく、全ての人が参加

することができる。子ども食堂の役割の中で利点を大きく４点挙げると、「子ど

もの孤食解消」や「貧困家庭に対する食の支援」、「地域の中のコミュニティー

の一環になること」そして、「子どもに食育を行うこと」である。第一に挙げた

子どもの孤食解消は、親が共働きの家庭やひとり親世帯の子どもたちが、食事

を一人でとっている「孤食」を、子ども食堂で同世代の子どもたちやボランティ

アと大勢でアットホームな雰囲気で食事を共にとる「共食」で解消できるとい

う役割のことである。第二に挙げた貧困家庭に対する食の支援は、子ども食堂

の中にはレトルトカレーやカップ麺などの食料支援を行うところがあるが、多

くは実際に栄養バランスを考えて作られた温かい食事が提供される１）。子ども

食堂は貧困家庭に対して、お金が尽きてしまったときや家に食べるものがない

などの緊急事態のときに直接、食の支援ができる。第三に挙げた地域のコミュ

ニティーの一環になることは、子ども食堂の参加者及び運営者は子ども以外にも、

子育て世帯や高齢者などの様々な世代が集まっており、食事の提供以外にも子

どもの遊びや学習支援といった多岐にわたる取り組みが行われていて、多世代

の交流する場としても、子ども食堂は機能している。第四に挙げた子どもに食

育を行うことは子どもたちが食経験を広げることができる。例えば、子ども食

堂の中には実際に子どもが調理、配膳に携わるところがある。

　しかし、その一方で欠点や難点もあり、２点取り上げる。まず一つ目は開催

頻度が少ないことである。厚生労働省のデータによると、子どもの貧困率は

2012年以降はやや減少傾向が見受けられるものの、それでもおよそ９人に１人の

子どもが貧困であることが分かった。また、そのデータの相対的貧困率の項目
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では、依然として数値にあまり変動がなく、およそ７人に１人が貧困であるこ

とが分かった２）。「相対的貧困」とは、国や社会で大多数の生活水準より貧しい

状態をさす３）。つまり、貧困は身近に潜んでいるということだ。そのうえ、最

近は物価上昇によって生活コストが全体的に上がっているため、さらに貧困家

庭は金銭的に苦しい状況が続いている４）。しかし、そのような状況下で、月に１、

２回の開催と２週間に１回の開催の食堂が多くを占めている５）。この頻度だと

貧困家庭に対して、一時の支援にしかすぎないと思う。その頻度で止まってい

る理由は、ＮＰＯ法人むすびえのホームページによると、スタッフや運営資金、

または場所の確保が追いついていないからだと判明した６）。また、同じくむす

びえの調査から、多くの子ども食堂も貧困家庭と同様に、物価上昇の影響を受

けていることが分かった７）。

　二つ目は子ども食堂に来て欲しい親や子どもに来てもらえないことだ。みな

さんは子ども食堂に対してどのようなイメージがあるだろうか。私は子ども食

堂に参加した経験があるので、賑
にぎ

やかで楽しいイメージを持っている。しかし、

子を持つ世帯の親に対する子ども食堂のイメージ・認識調査で、親の性別・世

帯収入に関係なく、「かわいそう」というイメージが約１割、「生活に困ってい

る人が行くところ」という認識が約３割あることが分かった８）。また、実際に

子どもが親に「貧困家庭だと思われるから、子ども食堂には行くな」という趣

旨の言葉を言われたという話があったそうだ９）。このデータや話から、「子ども

食堂＝貧困の人が行くところ」というイメージが一部の親に定着していると推

測できる。たしかに、生活で困っている人は子ども食堂に行くし、多くの子ど

も食堂の目的の一つに「貧困家庭への支援」がある。しかし、子ども食堂は冒

頭に挙げた通り、地域交流拠点や子どもに食育を行う場所としても機能している。

貧困家庭への支援は子ども食堂の目的の一つにしか過ぎないということだ。「貧

困の人が行くところ」というイメージが先行していて、例に挙げた他の目的や

役割があまり知られていないのではないかと考える。実際に子ども食堂の悩み

の中にも似た悩みが見受けられた。こういうイメージや認識が、子ども食堂に

来て欲しい親や子どもに来てもらえない一因となっている。また、大人のその

偏見やイメージが子どもに伝われば、子ども同士の中で「子ども食堂に行く子

＝かわいそう」という認識が広まり、知らず知らずのうちにその認識が「全て
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正しい」となってしまうと思う。私自身まだ子どもだからこそ、子どもたちの

世界は狭いということを実感しているので、そのようなケースが想定されると

考える。これは一見、大したことのないように思われるが、そういう偏見やイメー

ジこそが子ども食堂に行っている子を勝手に決めつけて、その子たちに疎外感

や不安を与える一因になると考える。

　そこでそれを無くすために何ができるかを考えてみた。それは子ども食堂の様々

な役割や情報を、周りの友達や家族に「はじめから」正確に教えて子ども食堂

の再認知を広めることや認知度を上げることだと考えた。そうして子ども食堂

の他の一面を知ってもらうことで、マイナスな偏見やイメージを覆すことになっ

たり、子ども食堂を知らなかった人に誤解を招くような偏見やイメージを与えず、

知ってもらったりすることに繋
つな

がると思ったからだ。また、認知度を上げるこ

とで、子ども食堂を知らなかった人で今、生活が苦しい人に届き、助けになる

かもしれない。その認知度を上げるために私が実行できることは、古典的な手

法だが、子ども食堂の開催日時や場所が記されたチラシを作って配ることだと

考えた。紙だとあまり費用がかからず、チラシを配ることは難しい作業ではな

いため、学生の私でも取り組むことができる方策だと思う。さらに、大人数で

チラシを配れば、確実に多くの人の手にチラシが渡るので、それなりの宣伝効

果が見込めると考える。また、不特定多数の人々に見てもらうことでより幅広

い世代に子ども食堂を認識してもらえるのではないだろうか。あるいは子ども

食堂の再認知を実現させるために、私だけではできないことだが、子どもたち

とその親に小学校や中学校の授業参観で「より良い地域づくりの一環」をテー

マとして掲げた子ども食堂を体験してもらうことを考えた。子ども食堂では前

述の通り、子どもに食育を行っているので子どもへの直接的な「学び」にもなる。

また、「貧困家庭への支援」や「食育」をテーマとして掲げるよりも「より良い

地域づくりの一環」として掲げることで、子どもにも大人にも、子ども食堂を

身近で主体的に考えるきっかけになるだろう。敢えて、学校の授業として親し

いクラスメイトや親と共に体験してもらうことで、子ども食堂の楽しさや面白

さが伝わり、子どもたちやその親の中にある子ども食堂のイメージがポジティ

ブな方向に変わっていくと考えた。そして、それが子ども食堂に来て欲しい家
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庭に対して、子ども食堂に参加するハードルを下げることに繋がり、子ども食

堂を必要としている人たちの参加を後押しするかもしれない。そうすることで、

子ども食堂が年齢や体裁などの壁を超える、人と人の真の「つながり」になっ

て全ての人々の居場所になるような、より良い地域づくりに貢献するだろう。
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